
就 任 の ご あ い さ つ . . . . . . . . 2Ｐ
８月臨時会及び９月定例会 . . . . . . . . 4Ｐ
各常任委員会の主な内容 . . . . . . . . 6Ｐ
一　　般　　質　　問 . . . . . . . . 9Ｐ
有田市議会改革推進協議会 . . . . . . . 11Ｐ
市 の ト ピ ッ ク ス . . . . . . . 12Ｐ

～主な内容～～主な内容～

▲日根藤六碑のいわれ
今から約230年前、有田川の大洪水で岩崎堤防が決壊し、その復旧に
当時の郡奉行の日根藤六が陣頭指揮をとり難工事を完成させました。
昭和28年の７・18水害では多くの方が家屋を失い、命を失いましたが、
この堤防は決壊しませんでした。その偉業を後世に伝える為に宮原町
須谷に碑が建てられています。
今年はその歴史の勉強の為、宮原小学校の４年生も碑回りの向日葵の
種植えに参加してくれました。

◀多喜祭会「子供獅子舞」
宮原神社の秋祭りで舞いを奉納します。
宮原町滝地区の子供達で活動しています。

第7 5号
2021年11月1日発行“みんなで見ちゃってよ～”



2有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています 市議会だより

議
長
　
中
　
谷
　
桂
　
三

　

こ
の
度
、
第
56
代
議
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

行
政
と
市
議
会
は
、
対
等
の
立
場
で
、
車
の
両

輪
の
ご
と
く
市
政
を
正
し
く
運
営
し
て
い
く
事
が

基
本
で
す
。

　

市
長
や
市
議
会
議
員
は
、
市
民
の
選
挙
に
よ
っ

て
選
出
さ
れ
ま
す
。
行
政
と
市
議
会
議
員
は
、
有

田
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
事
が
第
一
使
命
で

す
。
た
だ
今
、
有
田
市
議
会
は
、
市
民
に
対
し
て
、

「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
標
に
、
議
会
改
革
を
策

定
中
で
す
。
ま
た
、
我
が
有
田
市
で
懸
案
事
項
で

あ
る
、
新
有
田
市
立
病
院
の
建
設
や
人
口
減
少
問

題
等
、
多
く
の
課
題
が
山
積
み
で
す
。
こ
れ
ら
の

課
題
に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
有
田
市
民
の
生
の

声
を
お
聞
き
し
て
、
有
田
市
民
が
望
む
政
治
実
現

に
向
け
て
、
行
政
に
対
し
て
「
是
は
是
、
非
は
非
」

と
強
い
態
度
で
、
臨
む
所
存
で
す
。
私
が
、
初
当

選
以
来
目
標
と
し
て
い
た
、
争
い
が
無
く
対
立
せ

ず
、
お
互
い
に
助
け
合
う
、「
愛
和
の
有
田
市
」

を
目
指
し
、
有
田
市
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
。
住

ん
で
い
て
良
か
っ
た
。育
っ
て
良
か
っ
た
。と
言
っ

て
頂
け
る
有
田
市
に
し
た
い
で
す
。
議
員
各
位
の

協
力
の
も
と
誠
心
誠
意
頑
張
り
ま
す
。
市
民
の
皆

様
、
行
政
に
対
す
る
お
声
を
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

良
い
の
で
、
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

副
議
長
　
岡
　
田
　
行
　
弘

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し

格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
58
代
有
田
市
議
会
副
議
長
に
就
任

し
ま
し
た
岡
田
行
弘
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
、
副
議
長
と
し
て
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
重
責
に
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
谷
議
長
を
常
に
補
佐
し
、
議
員
間
の
意
思
疎

通
を
図
り
な
が
ら
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
児

童
虐
待
の
防
止
や
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
、
更
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
な

ど
、
喫
緊
の
課
題
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、市
議
会
の
果
た
す
役
割
は
、

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
代
表
と
し
て
議
員
同
士
が
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
切
磋
琢
磨
し
、
市
民
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
市
議
会
を
目
指
す
た
め
、
副

議
長
と
し
て
の
職
を
全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
方
の
、
な
お
一
層
の
御
支
援
・

御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就任のごあいさつ就任のごあいさつ就任のごあいさつ

　

こ
の
度
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

に
委
員
各
位
の
御
推
挙
を
賜
り
就
任
致

し
ま
し
た
宇
野
博
治
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
各
会
派
か
ら

一
名
選
出
の
六
名
で
、
お
お
む
ね
次
に

掲
げ
る
事
項
を
協
議
致
し
ま
す
。

①　

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

・
会
期
及
び
会
期
延
長
に
関
す
る
こ
と
。

・
休
会
に
関
す
る
こ
と
。

・
発
言
通
告
に
関
す
る
こ
と
。

・
緊
急
質
問
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
こ
と
。

・
特
別
委
員
会
の
設
置
及
び
廃
止
に
関

す
る
こ
と
。

②　

議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関

す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項

③　

議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
等
、

多
岐
に
わ
た
り
円
滑
な
議
会
運
営
が

執
行
出
来
る
よ
う
上
山
寿
示
副
委
員

長
と
共
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

宇　

野　

博　

治

副
委
員
長　

上　

山　

寿　

示

委　
　

員　

生　

駒　

三　

雄

委　
　

員　

堀　

川　
　
　

明

委　
　

員　

岡　

田　

行　

弘

委　
　

員　

小　

西　

敬　

民

議
会
運
営
委
員
会

 

委
員
長
　
宇
野
博
治



3 市議会だより 政治家が病気見舞を出すことは禁止されています

　

こ
の
度
、予
算
決
算
委
員
会
委
員
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
西
口
正
助
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、
年
間
計
画
を
策
定
す

る
当
初
予
算
、
年
度
途
中
に
お
け
る
変
更

計
画
に
あ
た
る
補
正
予
算
、
ま
た
昨
年
の

執
行
状
況
を
精
査
し
、
無
駄
の
な
い
効
率

的
な
財
政
運
営
が
な
さ
れ
た
か
を
審
査
す

る
決
算
な
ど
、
大
変
重
要
な
事
項
を
取
り

扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
有
田
市
の

発
展
の
た
め
、
委
員
一
丸
と
な
り
、
全
力

を
尽
く
し
て
責
務
を
全
う
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
ご
指
導
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
総
務
建
設
委
員
会
委
員

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
上
山
寿
示

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

委
員
会
が
所
管
す
る
経
営
管
理

部
、
経
済
建
設
部
、
出
納
室
、
消
防

本
部
、
消
防
署
及
び
農
業
委
員
会
、

並
び
に
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い
事

項
の
議
案
等
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審

査
し
、
委
員
会
と
し
て
可
決
す
べ
き

か
を
判
断
し
、
市
政
の
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
港
、
初
島
地
域
に
は
健
康

増
進
を
担
う
施
設
、
新
都
市
公
園
の

建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
防
災
減
災
対
策
に
も

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
声
を
反
映
し
、
委
員
会
一
同

誠
実
に
努
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

予
算
決
算
委
員
会

委
員
長　

西　

口　

正　

助

副
委
員
長　

中　

西　

登
志
明

委　
　

員　

浜　

口　

元　

司

委　
　

員　

福　

永　

広　

次

委　
　

員　

宇　

野　

博　

治

委　
　

員　

生　

駒　

三　

雄

委　
　

員　

堀　

川　
　
　

明

委　
　

員　

児　

嶋　

清　

秋

委　
　

員　

岡　

田　

行　

弘

委　
　

員　

池　

田　

敦　

城

委　
　

員　

上　

山　

寿　

示

委　
　

員　

小　

西　

敬　

民

委　
　

員　

成　

川　
　
　

満

委　
　

員　

上
野
山　

善　

久

総
務
建
設
委
員
会

委
員
長　

上　

山　

寿　

示

副
委
員
長　

小　

西　

敬　

民

委　
　

員　

浜　

口　

元　

司

委　
　

員　

福　

永　

広　

次

委　
　

員　

生　

駒　

三　

雄

委　
　

員　

堀　

川　
　
　

明

委　
　

員　

岡　

田　

行　

弘　

予
算
決
算
委
員
会

 

委
員
長
　
西
口
正
助

総
務
建
設
委
員
会

 

委
員
長
　
上
山
寿
示

　

こ
の
度
、
委
員
の
皆
様
の
互
選
に
お
い

て
、
２
度
目
の
文
教
厚
生
委
員
会
委
員
長

に
就
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
が
所
管
す
る
主
な
事
項

は
、
市
民
福
祉
に
関
す
る
こ
と
、
医
療
・

介
護
に
関
す
る
こ
と
、
生
活
環
境
に
関

す
る
こ
と
、
教
育
に
関
す
る
こ
と
、
上

水
道
事
業
及
び
病
院
事
業
に
関
す
る
こ

と
な
ど
市
民
生
活
に
直
結
す
る
も
の
ば

か
り
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
慎
重
な

議
論
、的
確
な
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

定
例
会
等
に
お
い
て
市
当
局
か
ら
提

出
さ
れ
る
議
案
に
対
し
て
、
十
分
議
論

を
尽
く
し
た
上
で
、
そ
の
可
否
に
つ
い

て
は
市
民
目
線
で
判
断
を
行
う
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
何
が
必
要

な
の
か
を
第
一
に
考
え
、
皆
様
か
ら
の

負
託
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
懸
命
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
委
員
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
児
嶋
清
秋
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
の
経
営
状
況
が
赤
字
体
質

か
ら
脱
却
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
総
務
省
の
公

立
病
院
医
療
提
供
体
制
確
保
事
業
に
お

け
る
専
門
的
支
援
を
受
け
る
病
院
と
し

て
市
立
病
院
が
採
択
さ
れ
、
地
域
医
療

振
興
協
会
と
の
間
で
公
立
病
院
支
援
に

関
す
る
協
定
書
の
締
結
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
指
定
管
理
制
度
の
導
入
や

新
病
院
の
基
本
構
想
策
定
に
つ
い
て
協

議
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
当
委
員
会
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
行
い
、
市
当
局
に
対
し
助
言
や
提

言
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

地
域
医
療
と
有
田
市
立
病
院

の
あ
り
方
調
査
特
別
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

 

委
員
長
　
池
田
敦
城

地
域
医
療
と
有
田
市
立
病
院

の
あ
り
方
調
査
特
別
委
員
会

 

委
員
長
　
児
嶋
清
秋

文
教
厚
生
委
員
会

委
員
長　

池　

田　

敦　

城

副
委
員
長　

中　

西　

登
志
明

委　
　

員　

西　

口　

正　

助

委　
　

員　

宇　

野　

博　

治

委　
　

員　

児　

嶋　

清　

秋

委　
　

員　

成　

川　
　
　

満

委　
　

員　

上
野
山　

善　

久

委
員
長　

児　

嶋　

清　

秋

副
委
員
長　

上
野
山　

善　

久

委　
　

員　

西　

口　

正　

助

委　
　

員　

中　

谷　

桂　

三

委　
　

員　

岡　

田　

行　

弘

委　
　

員　

池　

田　

敦　

城



4政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています 市議会だより

8月臨時会及び9月定例会8月臨時会及び9月定例会8月臨時会及び9月定例会
８月臨時会は、17日の１日間で行われました。
９月定例会は、２日から28日までの27日間で行われました。

月日

 8.17

曜

火

時間

10:00

会　　議

臨時会

備　　　考

　

＊議長は賛否に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「採決権」が認められています。
＊詳細については、各議員におたずね下さい。

会派名
議案名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 ○ ○ ○ ○ 可決議案第33号

結
　
　
果

浜
口
　
元
司

西
口
　
正
助

福
永
　
広
次

宇
野
　
博
治

生
駒
　
三
雄

堀
川
　
　
明

中
谷
　
桂
三

児
嶋
　
清
秋

岡
田
　
行
弘

池
田
　
敦
城

上
山
　
寿
示

小
西
　
敬
民

成
川
　
　
満

上
野
山
善
久

中
西
登
志
明

市
民
ク
ラ
ブ

政
糺
ク
ラ
ブ

市
民
ク
ラ
ブ

公
明
党

政
有
会

無
所
属

無
所
属

政
有
会

政
有
会

政
有
会

政
糺
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

自
由
民
主
党

有
田
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党

有
田
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党

有
田
ク
ラ
ブ

議
　
員
　
名

○　賛成
×　反対

令和3年有田市議会8月臨時会日程令和3年有田市議会8月臨時会日程

月日

 9.2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

曜

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

時間

10:00

10:00

10:00

10:00

会　　議

本会議　

本会議

　

議会運営委員会

本会議

備　　　考

議案構成

議案説明

（議案調査）

（議案調査）

（議案調査）

（議案調査）

（議案調査）

一般質問・議案質疑

（議案調査）

月日

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

曜

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

時間

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

9:30

10:00

会　　議

常任委員会

常任委員会

常任委員会

常任委員会

特別委員会

常任委員会

本会議

備　　　考

総務建設委員会

文教厚生委員会

予算決算委員会

予算決算委員会

地域医療と有田市立病院のあり方調査特別委員会

予算決算委員会

委員長報告、議案審議

令和3年有田市議会9月定例会日程令和3年有田市議会9月定例会日程

令和３年８月臨時会 賛否の分かれた議案令和３年８月臨時会 賛否の分かれた議案

議案第33号

議案第34号

工事請負契約について

動産の買入れについて

可決

可決

議案番号 件             名 可否議決年月日

令和３年８月臨時会審議結果表令和３年８月臨時会審議結果表

3.8.17

〃

※　　　は、賛否の分かれた議案です。



5 市議会だより 政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています

議案第35号
議案第36号
議案第37号
議案第38号
議案第39号
議案第40号
議案第41号
議案第42号
議案第43号
決算第 1 号
決算第 2 号
決算第 3 号
決算第 4 号
決算第 5 号
決算第 6 号
決算第 7 号
決算第 8 号
報 第 3 号
報 第 4 号
請願第 1 号
意見書案第2号
意見書案第3号
－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－

有田市立小学校、中学校設置及び管理条例の一部を改正する条例
令和３年度有田市一般会計補正予算（第４号）
令和３年度有田市介護保険特別会計補正予算（第１号）
財産の無償貸付について
教育長の任命について
公平委員会の委員の選任について
固定資産評価審査委員会の委員の選任について
初島財産区管理委員の選任について
監査委員の選任について
令和２年度有田市一般会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
令和２年度有田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
令和２年度有田市初島財産区特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
令和２年度有田市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
令和２年度有田市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
令和２年度有田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
令和２年度有田市上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定を求めることについて
令和２年度有田市立病院事業会計決算の認定を求めることについて
令和２年度決算に基づく有田市健全化判断比率について
令和２年度決算に基づく有田市資金不足比率について
和歌山県に対し地域医療(産婦人科)の充実を求める意見書の提出を求める請願書について
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出について
地域医療（産婦人科）の充実を求める意見書の提出について
有田周辺広域圏事務組合議会議員の選挙について
有田聖苑事務組合議会議員の選挙について
和歌山県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について
議会運営委員会委員の選任について
広報編集委員会委員の選任について

可決
可決
可決
可決
同意
同意
同意
同意
同意
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
報告
報告
採択
可決
可決
－－－
－－－
－－－
－－－
－－－

議案番号 件             名 議決
年月日 可否

令和３年９月定例会審議結果表令和３年９月定例会審議結果表

3.9.28
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
3.9.3
〃
3.9.28
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

※　　　は、賛否の分かれた議案です。

○　賛成
×　反対令和３年９月定例会 賛否の分かれた議案令和３年９月定例会 賛否の分かれた議案

＊議長は賛否に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「採決権」が認められています。
＊詳細については、各議員におたずね下さい。

会派名
議案名

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議長 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ 認定決算第１号

結
　
　
果

浜
口
　
元
司

西
口
　
正
助

福
永
　
広
次

宇
野
　
博
治

生
駒
　
三
雄

堀
川
　
　
明

中
谷
　
桂
三

児
嶋
　
清
秋

岡
田
　
行
弘

池
田
　
敦
城

上
山
　
寿
示

小
西
　
敬
民

成
川
　
　
満

上
野
山
善
久

中
西
登
志
明

市
民
ク
ラ
ブ

政
糺
ク
ラ
ブ

市
民
ク
ラ
ブ

公
明
党

政
有
会

無
所
属

無
所
属

政
有
会

政
有
会

政
有
会

政
糺
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

自
由
民
主
党

有
田
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党

有
田
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党

有
田
ク
ラ
ブ

議
　
員
　
名



6政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています 市議会だより

【文教厚生委員会】
議案第35号　有田市立小学校、中学校設置及び管理条例の一部改正する条例
 ※　有田市立初島中学校を廃止するため、所要の改正をすることについて。
委員：統合するにあたっては、通学路の安全対策や統合して、そちらに行く生徒も、受ける生徒
　　　も、そのメンタル面には十分配慮してください。また、保護者の方も様々な心配があると

思うので、その辺りの不安も取り除いて、万全の態勢でスタートできるようによろしくお
願いします。

当局：承知しました。
　採決：（　可　決　）

【総務建設委員会】
議案第38号　財産の無償貸付について
 ※　初島中学校跡地へ民間の医療・福祉スポーツ関連の専門学校を誘致する。
委員：誘致先に対して、地域から運動場や体育館を利用したいとの申し入れがあった場合、利用

可能なのか。
当局：協定書では、災害時の避難の場所になっている校舎や体育館がありますので、ひとつは災

害時の住民の避難というところで、いわゆるグラウンドを含めた有田市の地域防災計画に
基づく指定避難場所として使用すること、それから備蓄の物資も校舎に蓄えていますので、
そういった保管場所としての機能などに対しての協力を求める。それから地域の社会体育
普及のために必要に応じて、グラウンド又は屋内運動場、これは開放するという条件を協
定の中には入れて行きたいと思っています。

委員：現在の校章を入れた記念碑等の設置を検討願いたい。
当局：有和中学校の中に元の４中学校の歴史等を形として残そうと計画しておりますが、初島中

学校跡地へどういう形が良いのかを含めて検討いたします。
　採決：（　可　決　）

【予算決算委員会】
議案第36号　令和３年度有田市一般会計補正予算（第４号）
 １,０４３万７千円
 ※　新規事業として農家の繁忙期の労働力確保に繋げるため、県内外から援農者を受
 　　け入れる宿舎の改修費補助に要する費用等
　採決：（　承　認　）

議案第37号　令和３年度有田市介護保険特別会計補正予算（１号）
 １９８万円
 ※　介護報酬改定等に伴うシステム改修費用
　採決：（　承　認　）

各常任委員会の主な内容各常任委員会の主な内容



7 市議会だより 政治家はお祭りに寄附や差し入れをすることは禁止されています

決算第１号　令和２年度有田市一般会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
委員：庁舎管理事業において、契約の変更により電気料が見直されたとのことであるが、市全体

ではどうなっているのか。
当局：災害時の対応ができ、より安価ということで、プロポーザルにより関西電力から中部電力

に契約を変更した。現在、市庁舎ほか24施設で中部電力と契約している。
委員：ここで約200万円の削減につながったとのことであるが、その他のところはどうなってい

るのか。
当局：その他の施設を含めて約2,128万円となり、うち約980万円が一般会計におけるものである。
委員：創意工夫で収益を上げたことになると思う。

委員：有害鳥獣捕獲に対する報償費で約170万円が不用額となっているが、その理由は。
当局：有田市猟友会協力のもと、有害鳥獣捕獲に出動していただいておりますが、天候等により、

出動できない場合もあり、不用額が生じている。
委員：鳥獣被害対策として有害鳥獣捕獲は効果的な手段だと思う。今回は不用額が生じているが、

予算上で減らすことなく、有田市猟友会には十分に出動し、活躍していただけるようお願
いしたい。

委員：ふるさと応援寄付金事業において、記念品が前年度比128％の増。有田市の認知度アップ
に貢献されている。ただ、今年はみかんの不作の年に当たり、このペースでいくと商品の
調達が苦しくなる恐れがないだろうか。売れすぎて困ることの無いようにしていただきた
い。

当局：その点も十分に考慮し、供給量を把握した上で受付をしていく。
委員：商品が足りなくなれば、マイナス面が大きいので気をつけていただきたい。

委員：企画事務事業で矢櫃地区魅力ある観光地づくり委託料について、記載内容は結果ではなく、
経過でないか。詳細な説明を。

当局：この経過を受けての結果が求められていると思います。令和２年に準備し、令和３年に向
けて取り組むべきものが、コロナ禍により十分に実施することができなかった。　

　　　令和３年度以降の基本計画を策定したということになる。
委員：税金を使っていることであるので、費用対効果を考えて運営していただきたい。

委員：漁港の防犯カメラにより、不法投棄の抑制など環境の保全につながると思われる。県と協
力して７～８台に増やすようにお願いする。

当局：漁協と相談し対応します。
　採決：（　認　定　）

決算第２号　令和２年度 有田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
委員：不能欠損の約2,000万円及び収入未済の約１億5,000万円について、例えば住居としての

財産はあるが、年金だけでは生活ができず、納められない場合、どのような対応をしてい
るのか。



8政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています 市議会だより

当局：所得により軽減の制度を利用していただいているが、本当に困っているかを調査している。
委員：税であるので、しっかり把握して徴収率を上げるようにお願いしたい。
　採決：（　認　定　）

決算第３号　令和２年度 有田市初島財産区特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
　採決：（　認　定　）

決算第４号　令和２年度 有田市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
　採決：（　認　定　）

決算第５号　令和２年度 有田市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
　採決：（　認　定　）

決算第６号　令和２年度 有田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
　採決：（　認　定　）

決算第７号　令和２年度 有田市上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定を求めることについて
委員：有収水量が増えた理由は。
当局：コロナ禍の影響により、家庭で過ごす時間が増えたことによると思われる。
委員：人口が減っているのに増えているというところをもっと分析することにより、収益増につ

なげていただきたい。
　採決：（　認　定　）

決算第８号　令和２年度 有田市立病院事業会計決算の認定を求めることについて
委員：令和２年度で黒字が出た。資金繰りについては、以前切迫していたが、令和３年度では上

手くいっているのか。
当局：コロナによる病床確保で収入が増えている。
委員：何時終息するのかわからない中で、コロナで収入を得ているが、構造的なことは変わって

いないと思う。今はそうでも、抜本的な改善、どこに赤字体質があるのかを考え一生懸命
に取り組んでもらいたい。

　採決：（　認　定　）

1,043万7千円一般会計補正予算

197億6,363万7千円補正後の予算総額

令和３年度一般会計予算



9 市議会だより 選挙終了後禁止される挨拶行為は、戸別訪問したり、当選祝賀会その他の集会、パレードを開催すること。

　　

初
島
地
内
集
中
豪
雨
に
つ
い
て
。

　

８
月
17
・
18
日
に
か
け
ゲ
リ
ラ
豪

雨
が
発
生
。
１
時
間
に
50
ミ
リ
の
雨

量
を
記
録
し
、
国
道
42
号
が
初
島
地

区
で
片
側
通
行
、
市
道
１
号
線
は
通

行
止
を
繰
り
返
し
た
。西
浜
新
田
線
、

地
区
内
道
路
も
浸
水
し
ま
し
た
。
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　　

初
島
地
区
の
浸
水
要
因
は
、
山

側
か
ら
の
雨
水
排
水
の
大
部
分
が
都

市
下
水
路
１
号
幹
線
へ
流
れ
込
む
た

め
で
す
。都
市
下
水
路
２
号
幹
線（
弓

場
〜
奥
）の
完
成
を
急
い
で
い
ま
す
。

全
長
約
1
，４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
工
事

を
R
元
年
度
か
ら
着
工
し
て
い
ま
す
。

　　

避
難
行
動
要
支
援
者
の
取
り
組

み
は
。

　　

身
障
手
帳
１
・
２
級
な
ど
自
力

で
の
避
難
が
困
難
で
支
援
の
必
要
な

方
は
避
難
行
動
要
支
援
者
と
し
て
名

簿
を
作
成
し
て
お
り
、
今
後
は
災
害

リ
ス
ク
等
を
考
慮
の
う
え
優
先
順
位

を
設
け
、
個
別
避
難
計
画
作
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

　　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
対
応
し
た

避
難
所
設
営
か
？

　　

動
線
を
確
認
し
①
一
般
②
要
配

慮
者
・
発
熱
・
咳
等
の
症
状
が
あ
る

方
を
区
別
し
ま
す
。
災
害
時
使
用
す

る
部
屋
を
増
し
て
い
ま
す
。

　　

新
型
コ
ロ
ナ
の
家
庭
内
感
染
拡

大
に
つ
い
て
。

　

全
国
的
に
７
月
半
ば
か
ら
10
代
以

下
の
新
規
感
染
者
が
５
週
間
で
９
倍

に
な
っ
て
い
ま
す
。
和
歌
山
県
の
発

表
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
対
策
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

　　

新
学
期
か
ら
は
、
同
居
家
族
に

発
熱
が
あ
る
場
合
は
登
校
を
控
え

る
。簡
易
抗
原
キ
ッ
ト
を
配
備
す
る
。

ま
た
不
安
を
抱
え
る
子
ど
も
が
い
な

い
か
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
見
守
る
。

相
談
窓
口
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　　

幼
児
・
小
学
生
の
入
院
管
理
が

で
き
る
の
か
。

　　

県
機
関
が
一
元
化
し
入
院
調
整

を
し
て
い
ま
す
。
親
が
陽
性
、
子
ど

も
が
陰
性
で
濃
厚
接
触
と
な
っ
た
場

合
、
親
と
子
ど
も
一
緒
の
病
室
で
コ

ホ
ー
ト
管
理
も
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
と
障
害
４
級
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
下
さ
い
。

初
島
地
内
集
中
豪
雨
に

つ
い
て 

他

小西議員

質質答 答

質答質答質答

令和3年9月定例会　一般質問通告一覧表 令和3年9月14日

順
位 氏　名 発　　言　　の　　要　　旨

1 小 西 敬 民
（日本共産党）

2 上野山善久
（政　有　会）

１．有田市の小中学校における授業環境について
　⑴タブレット端末活用の授業実態　⑵教員向勉強会の実施状況とスキル取得状況について

１．初島地内集中豪雨（８月17・18日）について
　⑴被害、通行止め等について、排水対策はどうか　⑵初島国道、本町、初中裏の冠水
２．高齢者等避難発令の改善点について
　⑴備品、間仕切り、簡易トイレは充分か
３．新型コロナの家庭内感染拡大について
　⑴幼児、小中学生への感染対策について　⑵幼児、小中学生の入院管理が出来るのか
　⑶備品で持っているマスク、消毒液を配付して
４．がん検診、特に子宮頸がん、乳がんの無料検診について
　⑴平成29年度から２年に１回に減少されたが、希望者に毎年無料検診を実施して
５．障害手帳４級（ストーマー利用者）への援助の増額について

3
岡 田 行 弘
【一 問 一 答】
（公　明　党）

１．教育行政について
　⑴通学路の安全性向上について　⑵今後のコロナ対応について　⑶市教育行政の方向性について

一般質問・
議案質疑の
動画がご覧
になれます。

令和3年9月定例会　議案質疑通告一覧表 令和3年9月14日

児 嶋 清 秋
（自由民主党有田クラブ）

第２款　総務費　第１項　総務管理費　第１１目　防災費　右説明欄（５頁）
　不動産仲介手数料２９７千円について、説明していただきたい。

議案第36号　令和３年度有田市一般会計補正予算（第４号）
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昨
年
度
末
に
有
田
市
の
小
中
学
生

全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
備
さ

れ
、
有
田
市
の
教
育
現
場
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　　

昨
年
か
ら
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
取
り
入
れ
た
授
業
等
が
ど
れ
く
ら

い
行
わ
れ
、
W
e
b
学
習
を
意
識
し

た
取
り
組
み
が
で
き
て
い
た
の
か
。

　　

タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
自
動
採
点
が

で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
ド
リ
ル
や
授
業

支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
遠
隔
で

意
見
交
流
す
る
よ
う
な
取
組
も
進
め

て
き
て
い
ま
す
。

　

W
ｅ
ｂ
学
習
を
意
識
し
た
取
り
組

み
は
、
中
学
校
に
お
い
て
は
１
学
期

に
家
庭
と
学
校
を
つ
な
ぎ
、
接
続
テ

ス
ト
を
含
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
H
R

な
ど
を
行
い
、
2
学
期
は
必
要
に
応

じ
て
、
授
業
の
様
子
を
家
庭
か
ら
で

も
見
て
学
習
が
で
き
る
よ
う
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

　　

教
員
向
け
勉
強
会
の
実
施
状
況

と
各
学
校
教
員
の
ス
キ
ル
取
得
状
況
。

　　

昨
年
度
、
全
小
中
学
校
に
お
い

て
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
講
師
を
招

い
て
の
研
修
や
各
学
校
で
の
講
習
、

専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

全
教
職
員
対
象
の
授
業
支
援
シ
ス
テ

ム
の
操
作
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
学
校
教
員
の
ス
キ
ル
保
有
状
況

は
、
情
報
主
任
や
I
C
T
が
得
意
な

教
員
が
学
校
全
体
の
中
心
と
な
っ

て
、
ど
の
教
員
で
も
ど
の
授
業
で
も

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
使
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
実
施
し
、
教
育
委
員
会

と
し
て
も
必
要
な
研
修
等
を
開
催
し

て
参
り
ま
す
。

　　
　

最
後
に
、
現
在
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
か

ら
し
て
、
わ
が
市
で
も
誰
が
感
染
者

に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
「
コ
ロ

ナ
差
別
」
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
教
育

の
現
場
に
お
い
て
も
十
分
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
性
向
上
に
つ
い
て

　　

八
街
市
で
の
痛
ま
し
い
事
故
の

発
生
を
う
け
て
、
有
田
市
の
児
童
通

学
路
の
安
全
総
点
検
は
。

　　

各
関
係
機
関
と
10
月
上
旬
を
目

途
に
、
協
議
及
び
点
検
を
実
施
し
、

対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。
学
校
で

は
、
毎
年
、
年
度
当
初
に
保
護
者
等

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
、
各
学
校

区
の
通
学
路
安
全
点
検
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
「
有
田
市
通
学
路
交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、
３

年
に
１
回
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域

自
治
会
を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
に

よ
る
合
同
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　　

自
転
車
事
故
で
数
千
万
円
〜
１

億
円
近
い
莫
大
な
賠
償
金
を
支
払
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
有
田
市
の
小
中
学
生
へ
の
自
転

車
保
険
加
入
の
推
進
は
。

　　

各
小
中
学
校
に
お
い
て
、
新
年

度
当
初
に
「
和
歌
山
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
小
中
学
生
総
合
保
障
制
度
」
を
配

布
し
、
保
護
者
の
方
へ
周
知
し
て
い

る
。

今
後
の
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て

　　

学
級
閉
鎖
、
学
年
閉
鎖
な
ど
の

判
断
基
準
は
。

　　

陽
性
者
発
生
時
点
で
、
該
当
校

を
休
校
に
し
、
消
毒
や
濃
厚
接
触
者

の
特
定
に
必
要
な
資
料
の
作
成
な
ど

を
行
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
保
健
所

の
指
導
の
も
と
、
学
級
、
学
年
、
学

校
閉
鎖
の
判
断
を
行
い
ま
す
。

　　

運
動
会
、
体
育
祭
、
修
学
旅
行

な
ど
の
大
き
な
学
校
行
事
は
ど
う
な

る
の
か
。

　　

直
近
に
控
え
て
お
り
ま
す
運
動

会
・
体
育
祭
は
、
全
校
と
も
半
日
実

施
と
し
、
各
校
の
規
模
に
応
じ
て
、

観
客
の
制
限
を
し
ま
す
。
ま
た
、
修

学
旅
行
は
、
県
外
の
感
染
状
況
も
考

慮
し
な
が
ら
、
県
内
へ
の
旅
行
に
切

り
替
え
る
か
ど
う
か
を
、
各
校
に
て

検
討
中
で
す
。

　

音
楽
会
や
文
化
祭
に
つ
い
て
も
、

各
校
に
て
様
々
な
工
夫
を
し
な
が
ら

実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

有
田
市
の
小
中
学
校
に
お
け

る
授
業
環
境
に
つ
い
て

質

質質

質質

答

質答

答 答答

答

上野山議員

岡田議員

要
望



11 市議会だより 選挙終了後禁止される挨拶行為は、当選御礼の葉書や看板を頒布、掲示すること。ただし、自筆の

【第１分科会】
　第１回目会議：令和３年７月２８日（水）
　・基本条例の制定状況及び骨子についての説明を受けた。
　・令和５年６月までに条例の策定の期限とするが、可能な限り前倒しで策定業務を行うことを
確認した。

　第２回目会議：令和３年８月２０日（金）
　・基本条例の意義について説明があり引き続き議論を交わした。
　・令和２年度に基本条例を策定した市や議会改革が進んでいる市の構成を紹介し、当該の市の
基本条例資料を配布し時間会議までに各自調査研究を行うこととした。

　・前回のスケジュールから令和５年３月までに条例を策定することとした。

【第２分科会】
　第１回目会議：令和３年７月３０日（金）
　・本分科会でのデジタル化について、タブレット端末等を活用したペーパレス化をめざすことを
確認した。

　・次回９月７日（火）に、ソフト会社によるリモートでの説明会を実施することとした。

　第２回目会議：令和３年９月７日（火）
　・ソフト会社による説明会を実施していただき、実際にタブレット端末を操作することにより、
問題点等の洗い出しを行った。

　・すでにペーパレス化を導入している議会の情報収集を行い次回会議で話し合うこととした。

【第３分科会】
　第１回目会議：令和３年７月２７日（火）
　・本会議における議場内説明員及び発言並びに議員の呼称に対する申し入れを市長に対し行った。

　第２回目会議：令和３年８月２３日（月）
　・次のとおり提案内容の協議を行った。
　　⑴　正副議長の選出方法について
　　⑵　閉会中の各委員会のあり方について
　　⑶　指摘事項措置状況報告書の取り扱いについて
　　⑷　協議会の場におけるスピーディーな進行について。

有田市議会改革推進協議会【各分科会の活動】
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議会広報編集委員会
委員長：上野山善久　副委員長：岡田行弘
委　員：池田敦城・小西敬民・成川　満　

発行／有田市議会
編集／議会広報編集委員会
　　　〒649-0392　和歌山県有田市箕島50
　　　TEL  0737-83-2443
　　　FAX  0737-83-5524
〈ご意見、ご質問については下記メールアドレス宛〉
　　　E-mail  gikai@city.arida.lg.jp

　９月議会において、新会派が誕生いたしました。
　議員全員が今まで以上に調査研究を行い、更に活発
な議会活動になるよう努力してまいります。
　なお、現在の広報編集委員の活動については今回が
最後となります。２年間ありがとうございました。
　次回からは新しい広報編集委員で活動してまいります。

有田市議会会派別議員名簿

吹　奏　楽

大　正　琴

市のトピックス
市のトピックス

日本共産党

小西　敬民

公　明　党

岡田　行弘

市民クラブ

中谷　桂三
宇野　博治

政糺クラブ

池田　敦城
生駒　三雄

政　有　会
（新会派）

成川　　満
堀川　　明
上野山善久
中西登志明

自由民主党有田
クラブ（新会派）

上山　寿示
児嶋　清秋
浜口　元司

会派に所属
しない議員

西口　正助
福永　広次

第３３回 有田市芸能大会

フラダンス

たちばな会みかん収穫体験

糸我保育園児
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